
感染症情報 １０月１５日～２１日 

①感染性胃腸炎 

④手足口病 

②溶連菌感染症 

③RSウイルス感染症 

⑤ヘルパンギーナ 

６１６例（堺市   ２４例） 

３５４例（堺市   ５３例） 

２６１例（堺市  ２８例） 

２２６例（堺市  １６例） 

１１９例（堺市  １１例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週比６．４％増の１，８８３件であった。 
 

 報告の第１位は感染性胃腸炎で、以下溶連菌感染症、 RSウイ 
 

ルス感染症、手足口病、ヘルパンギーナの順であった。 
 

  感染性胃腸炎は府下で前週より４％増、堺市では前週と同数 
 

であった。溶連菌感染症は府下で前週より１７％増、堺市では前 
 

週３９例→５３例は３６％増であった。RSウイルス感染症は府下で 
 

前週より１２％減、堺市で１２例→２８例であった。手足口病が府下 
 

で前週より４４％増、堺市では前週８例→今回１６例は倍であった。 
 

ヘルパンギーナは府下で前週より３％減、堺市で４例→１１例で 
 

あった。 
 

 インフルエンザが府下で前週が６９例で、今回は９９例であった 
 

（４３％増、定点当たりの報告数でいえば０．３）。堺市では前週な 
 

しで、今回は７例あった。 
 

 麻疹の報告はなかったが、風疹が府下で前週５例→今回１３例 
 

あった（堺市では０例）。 

インフルエンザ ９９例（堺市    ７例） 

府下小児科２００医療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０５医療機関（堺市２９）から 


